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・ 放課後子ども教室参観 (Ｆ公民館，Ｇ公民館)  
・ 地域と小学校が協働して開催する運動会の実行委員会参観 (Ｈ公民館) 
















⑤ 連携・協働を通して地域住民や保護者の学校への理解が深まり，意識の変化，学校への協力へと    
つながる。そのことが，子どもたちの健全育成に大きな効果をもたらしていることがわかった。 
このように，連携にかかわるさまざまな組織とその構成，取組，効果などの実際を知ることができ
た。それらをもとに，連携を充実させるコーディネートの在り方について考え，以下の三つの点を認
識した。一つ目は，安定的・継続的な連携・協働につなげるために，地域と学校の双方にメリットが
生じる取組を企画することである。二つ目は，子どもへの想いが，その人のメリットになることも多
いため，「学校や子どもたちのために何かをしたい」といった想いもつ人材や組織を，地域の中から
見出し，連携を図ることである。三つめは，参加者がよろこびを感じ，楽しみながらできる活動，無
理を生じさせない活動にすることを意識して取組等を企画することである。 
しかし，学校によって，地域の特性，地域住民や保護者，教職員の意識，資源となる組織や人材，
連携の実際などの状況は異なる。状況によって効果的な連携の形態や運営，取組も異なってくる。所
属する学校の状況を調査，把握し，この研修で学んだ組織や取組，コーディネートのどれが適当か，
また，どのように発展させればよいかを判断しながら，2 年間の研究テーマである「地域連携を深め
るための効果的なコーディネートの在り方」を探求することが重要であると考える。 
 
